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特集「脳とからだ」によせて

脳が体内の様々な情報を集約し生体の恒常性を保つための制御シグナルを発する
ことは，内分泌系や自律神経系において古くから研究されてきました。近年，この
ような脳と体の相互作用には，腸管内の細菌叢やそれと反応する免疫系など，より
多くの因子が関わり，単に代謝系の恒常性維持などだけでなく，“こころ”を含む脳
の機能維持に深く関わることが明らかになってきました。『生体の科学』ではこの
度，この分野の発展に大きく貢献されている研究者の皆様にご協力をいただき，「脳
とからだ」という題で，この分野の発展を鳥瞰できる特集を編集しました。
第Ⅰ章の「腸，免疫系，脳の相互作用」では，多発性硬化症に代表される免疫性

神経疾患の発症や進行へ及ぼす腸内細菌叢の影響，T細胞活性化による不安の亢
進，さらには自律神経系が及ぼす免疫系細胞の動態や炎症反応への影響など，神経
と免疫の幅広い相互作用について論じられています。
第Ⅱ章の「グリアと脳の相互作用」では，ミクログリア，アストロサイト，NG2

グリアなどのグリア細胞の，痛み，痒み，情動，意識などの脳の正常機能や機能障
害との関与が論じられています。
第Ⅲ章の「中枢と末梢の相互作用」では，固有知覚や内臓から脳への自律神経系

を介した内受容感覚の島皮質をはじめとする，脳部位への入力の主観的な感情の形
成への影響が論じられています。
第Ⅳ章の「内分泌系と脳の相互作用」では，グレリンなどの消化管ホルモンによ

る，オレキシンやモノアミンなどの脳内の神経修飾因子と協調した意欲などの情動
への影響が論じられています。
いずれの章でも，現在第一線で活躍されている先生がたに執筆していただくこと

ができました。執筆陣の先生がたに深く感謝いたします。また，読者の皆様には，
本特集号を介して，生命医科学の今後の重要な方向性を知っていただければ幸いで
す。
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